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はじめに
　公立諸学校 38 年、私立短大 15 年計 53 年の教員生活を過ごしてきて、これまでの教員生活を振り
返って考えてみると , 随分先輩の諸先生方から教えられたり、密かに盗んだ技は計りきれない程のも
のがある。これらは、わたしを支え教育上の有形無形の財産でもあったが、後輩の若い先生方に何
らかの形で継承することも意義があるのではなかろうかと考えた。
　そこで、研究紀要の範疇外の内容ながら何らかの参考にでもなればという気持ちで、卒業直後の
最初の赴任校から最後の現任校まで 1３校での学校生活を振り返り、私の教育上の骨となり血とな
り肉となったものを記しておきたい。なお、現在、教育現場には様々な課題が山積しており、私も
その中で悪戦苦闘した問題点についても若干触れることにしたい。
Ⅰ　各校での学び
１．何事もスタートが肝心～県立R学校で学んだこと
　現代は就職難の時代であるが、昭和 33 年度も就職難であり、恩師藤野先生のご尽力のお蔭であ
るが特殊教育の学校で教職のスタートを切った。いきなりの中学部 3年担任、高等部理容科の授
業担当となった。
　ここで心身に障害のある子どもたちの教育について経験できたことは、それ以後の長い教員生
活の大きな財産を修得できた思いがする。養護学校の資格を持たなかった（長崎大学では開講さ
れていなかった。）ので、夏期講座を受講し、いくつかの養学の科目単位は取得したが、いい勉強
になった。特に公立中学校に転勤してからも、クラスの中に必ずいる２～ 3名の諸能力に課題の
ある生徒に対する教師としての姿勢については活かし続けることができた。
　教育現場の問題を掘り下げて、研究的な取り組みをして小論文にまとめたことは、課題意識を
もって授業する意欲と姿勢の形成に役立ち、障害児教育にタッチしたお蔭で収穫の多い教員生活
のスタートとなった。
　これらは素晴らしい先輩の先生方、特に井上先生、加藤先生、内堀先生の三先生の教育にかけ
るお姿からたくさんのことを学ばせて『学ぶ＝まねる』いただきました。
　（忘れがたい出来事）
　新卒赴任してまだ 1ヶ月もたたない４月、本来ならまだ当直させられることはない時期だが、
教職員の都合がつかず、私が当直代行をすることになった。最初の当直であり総ての点検管理を
指示されたとおりに実施した。別棟の理容科棟は担当主任が点検確認（特に火気）して最後に施
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錠して退庁されるが、もしできたら開錠して中の火気を確認したらいい、とのことであった。指
示されたとおりに理容実習室に入ったら、睡眠薬を飲んで自殺している専攻科の女生徒を発見し
た。発見が早かったことと病院での処置がよかったため蘇生できた。
　基本（指示）を忠実に実行することの大切さを経験し、以後ことあるごとにこの経験を活かす
ことができ大過ない教員生活を過ごした。（なお、この生徒が幸せな結婚をし , 二人の子どもにも
恵まれて、家族 4人が 35 年後の平成 4年に拙宅にお礼にと訪れたことは感激であった。）
２．若さは発揮してこその価値～市立 S中学校で蓄積したこと
　昭和 34 ～ 35 年になると生徒数が急激に増加し、教員不足の傾向になり、特に理数科教員が不
足がちになり、養学免許を持たなかったこともあり、佐世保市内の中学校への転勤となった。S
中学校ではそうそうたる大先輩の先生や同じ長崎大学学芸学部の先輩教員もいて、心強いものが
あった。
　1週間の授業は 20 時間の理科の授業＋道徳＋学級活動＝ 22 時間の授業＋早朝補習３＋放課後
の特別授業３で合計 2８時間の授業をし、放課後はクラブ活動の指導にグランドで汗を流し、陸
上競技の顧問として、若さのエネルギーで生徒と共にグランドを走り続けた。
　職員室では指導内容や指導方法について先輩とよく議論をし、より教育効果の高い方法を求め
て実証的な研究授業に取り組み、酒を酌み交わしては明日の授業を教育を日本を語り合うことが
歓びであった。青年教師が自分たちで発行するガリ版刷りの「青雀」は誇りであった。
（忘れがたい言葉）
　学級経営について校内研究発表をすることになり、自分なりの取り組みをした。学級内の人間
関係が大切だとの認識からソシオグラムを作成し、その結果から教育的な配慮や指導をすること
によって、人間関係の改善を図ることをねらいとして取り組んだが、うまくいかなかった。発表
会の席で「私のねらった人間関係の和を求めた学級経営は失敗でした。」と報告したら、先輩のM
先生から次のような言葉を頂戴した。「あなたの取り組んだことは失敗ではありませんよ。あなた
の目標には到達できなかったかもしれないが、その取り組みの過程で生徒たちは副次的な価値あ
るものをたくさん収穫していますよ。」何という優しい思いやりのある言葉でしょう。この言葉に
勇気づけられ励まされて、やる気を再燃させることができた。
３．自然と共に生きる～市立N中学校での体験
　同一校 6年程で転勤があり、1学年 12 学級の市中心部大規模校から、佐世保市内でありながら
市営桟橋から船で 50 分かかる半島先端の田舎の全校６学級の小規模校に転勤した。学校に着任す
ると用務員さん（地域の名士）から『先生は何んば悪か事ばして島流しされたとね。』と言われた。
私は笑いながら「給食の牛乳代ば使いこんだっさ。」と即応の偽答を返した。
　田舎の生徒は純朴であり、熱心に話を聴き授業はしやすかった。同じ中心部からきた数学の S
先生と同学年になり真剣に鍛えた。お蔭で学校始まって以来の快挙？で６人が県立の進学校に合
格した。科学部員が広い花壇に向日葵を 100 本以上育てて、太陽の方位と向日葵の花の方位の関
係を詳細に調査研究した研究論文は読売科学賞長崎県優秀賞となったことは、田舎の生徒でもや
ればできるという自信につながったようである。
（忘れがたい体験）
　学校には広い実習農園があった。この畑では野菜の栽培実習がなされ、収穫したキャベツなど
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は教職員の昼食（殆ど全員が毎日“マルタイラーメン”を各自が好きなように調理していた）や
当直の夕食（男子学生が掘ってきた釣餌で波止場で釣った魚がおかず）に活用された。
　野菜作り（特にサツマイモ作り）に必要な肥料は自家製であった。雑草を刈って堆肥を作り学
内便所の人糞を汲み取って畑の肥料とした。生徒も先生も共に肥えタゴを担ぐ姿は、まさに師弟
同行であり、現在言われている自然農法・有機栽培そのものであった。（当直の日は男子が五右衛
門風呂を沸かせてくれ、女子がご飯を炊いておかずを作ってくれたのでクラブ活動からもどると、
すぐに一風呂浴びて夕食が食べられ幸せであった。）
４．都市型学校での教育生産～市立H中学校での受験教育
　この学校には行きたくないと思っていたH中学校に前任校 2年で転勤になった。（S校のとき、
12 月のある日H校から電話があり「あなたの学校の生徒がウチに喧嘩しに来ている。預かってい
るから引取りにきてくれ。～実際はH校の番長が級友にやられそうになり、助っ人を S校の番長
格に頼んだらしい。H校に行ったら校長室に正座させられていた。H校の生徒指導主事いわく『競
争なら喧嘩じゃなくって、高校入試の成績で競争しゅうや』この言葉には奢りがあり、カチンと
きて、こんな学校は絶対に行くものかと思った伏線があったのだ。）
　だが、郷に入れば郷に従わざるを得ない現実があった。校区の殆どが中心部商店街と住宅街で
あり、親たちは教育熱心で競争意識が強く何があっても県立N高校へのスパルタ教育が要求され
ていた。そんな中で保護者の期待に応えなければならない責務を感じて、教育への取り組みの充
実に努めた。最初は嫌だと思った学校に 8年間エネルギー全開の勤務であった。
（脳天を砕いた生徒の一言）
　全力投入し 3年間鍛えたと、ある種の充実感をもって迎えた卒業式の日の最後のホームルーム
で、最前列に座っていた F君が立ち上がって、「先生一言プレゼントします。」と言いました。　
「先生は酒に酔って授業をしたことがあるでしょう。最前列の私には酒の臭いがしました。先生は
辛そうな顔ながら真剣に授業をしてくれました。しかし、私たちは先生のきつそうな顔を見るほ
うがもっと辛かったです。どうかあんなときは休んでください。僕たちはそのほうが助かります。」
何と言う言葉でしょう。事実、前日酒を酌み交わして教育談義をした名残で、気分は悪く、休み
時間には理科準備室で横になって体調快復に努め、苦しさを我慢しての授業だったのだ、生徒は
ちゃんと見抜いていて労わり？忠告の言葉をくれた。それまでの私は『男たるもの酒のせいで授
業しないなんてみっともないことができるか』のモットーでいたが、それからは「翌日の授業に
影響するような酒の飲み方は絶対にしない。」に変えて教壇に立ち続けた。
５．工場地区学校での環境教育～市立A中学校での見聞
　2年担任だったのでもう 1年いて卒業させて転勤したかったのに、前任校を中途半端な形で去り
Ａ校に着任した。工場の騒音が結構校舎まで届き、船舶を塗装する塗料が風向き（冬の北風）によっ
ては学校までかなり飛来していた。
　そんな環境ではあったが、校舎の裏側に南向きの空いた雑草地があった。私は時間があるとき
は空き地を開墾し、石ころを選別除去し、ススキを刈り取っては土中にすき込んで堆肥とし畑化
していった。学級活動の時間に班別に割り当てて農作業をさせたが、トマトやトウモロコシなど
の初体験の収穫に生徒たちは大喜びであった。土質が腐葉土による有機質増になると、地中のミ
ミズが殖え、ミミズが殖えるとモグラが増える食物連鎖の学習が実地にできた。
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（実社会の現実の厳しさと教育）
　学校は温室同様だとよく言われる。毎年生徒は固定的に入学してくる、入学した生徒を 3年間
かけて教育し、必要とする進路へ送り出せばよい。しかし、一般企業はそうはいかない。造船業
界も韓国・中国の台頭によって受注が減少し経営が厳しくなり、社員を出向その他で減らす必要
があったようで、自主退職していく者もあった。しかし、残った社員にも厳しい精神的な特訓が
待っていた。学校のすぐ上に企業のグランドがあった。毎日、早朝一列に 30 ～ 40 人が並ばされ、
大声で次の３つの言葉を繰り返し何度も何度も叫ばさせられていた。
　『ありがとうございます』『お世話になります』『よろしくおねがいします』
　これは会社にどんな意図があったのだろうか、叫んでいた人はどんな気持ちになっていたのだ
ろうか、私には洗脳とか精神的特訓としか思えなかった。企業でなされている効率主義、成果主義、
経済性がもしも教育現場に持ち込まれたらどうなるだろうかと考えたとき、教育を担当する個々
の教師がしっかりした教育観を確立しておかなければならないと痛感した。
６．小学校教育の重要性～市立K小学校での学び
　県の教員人事で離島派遣制度が始まり、該当する私は離島も覚悟したが、人事行政の一環とし
て中学校から小学校への転勤をＣ地区勤務（離島）とみなすという取り扱いがあり、両親の病気
のこともあり、小学校勤務を経験した。中学校では経験したことのない数々の教員としての学び
があった。
①毎日の宿題を朝提出させ、帰るまでに添削して返す。（必要な個別指導）
②毎朝、漢字の書き取りと算数の計算の 5分間テスト（結果は記録をとり月別に集計）
③毎日、家庭連絡帳に目を通し、必要な応答を書き込む。（個性の強い子は長文になる）
④早朝マラソン２Ｋｍを 7～ 8分で子どもと共に走る。（陸上競技で鍛えていた足が役立つ）
⑤学級ＰＴＡでは熱心な教育談義がなされた。（誰もが自分の子だけが大切で可愛い）
　理科系人間のつもりだったので、文科系の授業をするには、教材研究に苦労したが、従順な子
どもたちに救われた。ここでも学級園の栽培が精神衛生に役立ち、草花たちが癒してくれた。
　素晴らしい教育実践をする先生たちがいて、学ぶことが多かった。特に、Ｍ先生の教育的配慮
に基づく個人指導、Ｓ先生の基礎基本を重視し徹底して定着化を図る教科指導、Ｎ先生の基本的
生活習慣を確実にする厳しい教科外活動、子どもとの心の通じ合いができているからこそ可能な
教育実践であった。
（心が汚染されていた親子の怒り、そしてその後）
　夜の 11 時ごろ学級委員をしていたＫ子の両親が、拙宅に謝りにきた。『私の娘が言わなくても
いいことを先生に告げたために、先生は新聞沙汰になったり教育委員会から叱られるのではない
か』との心配からの訪問であった。「給食当番でＨ子が配ったスプーンを汚いからＨ菌がついてい
る、と言って男子 3人が水道場に行って洗っていました。」と委員長で責任感の強いＫ子が「あま
りにもひどい」と教えてくれた。私はこれは放置できないと考え、日ごろの言動も考えて、給食
後三人を教室の前に立たせて，皆の前で頬を 1発ずつ叩いて、皆に尋ねた。みんなどんな気持ち
がしたか尋ねたら、『自分が叩かれているような気がした。～その理由は自分もＨ菌と言ってそん
なことをしていたから。』とのことで、叩いたことの目的は果たせたと思っていた。
　次の日は土曜日だったので、3人の家を訪問して経緯を話し、わたしの考えを伝えたら、二人
の親はすぐに納得してくれた。しかし最後の一人の母親だけは納得どころではなく、新聞社に言
私の教員実践歴と教員としての生き甲斐　～ 53 年の教員生活を振り返って想うこと～
—83—
うとか、教育委員会に電話するとか、たいそうな剣幕であった。1時間半話したが、理解が得ら
れそうになかった。そこで私は最後の切り札を使った。「お母さん、立場を変えて考えてみてくだ
さい。あなたのお子さんが給食で配ったスプーンを、汚いからともう一度級友が洗いにいったら、
あなたのお子さんはどんな気がするでしょうか、あなたは母親としてそれを赦せますか？」と尋
ねた。1分ほどの沈黙の後、『わかりました。』『自分が考え間違いをしていました。その子とお母
さんに謝りたいです。すみませんでした。』という言葉になった。
　5年生のときは学級行事にも非協力的だったこのお母さんが 6年の 4月の学級ＰＴＡでは自ら
手を上げて役員を引き受けてくださるほどの大変身であった。
７．町教育委員会の力強い教育支援～町立 S中学校での研究活動
　初めての郡部の学校勤務であった。１町１中学校ということもあり、Ｓ町の教育にかける熱意
は並大抵のものではなかった。“町内出身者がＳ町教員となりＳ町教育を向上させよう”（事実、
私のクラスからも小学校教員が誕生している。）を合言葉に、教育の充実のためには予算的な支援
は勿論、町役場を挙げての物的人的な支援は大変ありがたく、先生方も町のために頑張ろうとい
う気概に満ちていた。
　文部省研究指定校となり、教科の到達度別学級編成やティームティーチングの研究的な先進校
としての取り組みによって、学力の向上と充実が図られていった。数学科の取り組みであったが、
足りない教員分を支援するために、私も数学科の授業を担当した。Ｍ校長は教職員研修を重視し、
研修のイロハから教えてもらった。このときの研修が後の授業や学校経営等に大いに役立った。
　先輩校長から「先生になったからには、生涯一教師もいいけれど、やはり学校経営に尽力する
教頭・校長も必要不可欠、あなたも挑戦してほしい。」と激励され、挑戦を開始した。帰宅してか
らの自宅での管理職の試験勉強は、声を出して学校経営の本を読みながらテープに録音し、片道
５０分の通勤の車の中でテープを再生しては反復学習した記憶が懐かしく思い出される。
（生徒のパワーの凄さ～女番長を変身させた生徒たち）
　大阪の荒れた中学校の女番長（Y子）が実家のあるＳ町に母親と戻ってくる。Ｓ中は大変だ、
３年生担任は誰がする？噂は町中に広がり、隣町の教師や生徒からさえも不安が囁かれていた。
　担任は当然の如く２年担任していた私とＦ先生とＴ先生の３人が３年担任に持ち上がり、Ｆ先
生がＹ子を担当することになった。確かに不安もあったが、前歴は一切問題とせず信用して裸の
人間関係でつながりをもとうという基本線を堅持していった。
　案の定、Ｙ子は○万円カツアゲしたとか、ドスで何人刺したとか、子どもを何回堕したとか、
最初の１週間は自慢話に明け暮れていた。しかし、この話を聞いた級友や生徒会役員の話の受け
取り方は普通の生徒とは違っていた。Ｙ子が見栄を張って話しているのだと解釈した。そして、
この地区ではそんな見栄は全く不要であり、仲良くなりたいと皆が接近していった。暇な時間が
もったいないと生徒たちが部活の陸上競技に勧誘し、体格もよかったことから、砲丸投げに取り
組ませた。おかげで郡体育大会でも２位に入賞し、２学期以降は少しずつ勉強にも取り組み、結
果としてはお世話になりましたと笑顔で卒業し県立Ｈ高校に進学していった。
８．谷間の教育の困難さを痛感～市立M中学校での苦い体験
　市内では教育熱心なＭ地区のＭ中学校に転勤になり、いきなり３年生担任となった。生徒たち
は予想に反したワルの生徒たちであった。ここでも前任校同様に都会生活でひび割れて離婚した
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母親が故郷に舞い戻っての母子二人暮らしのＫ郎がいた。すべてはこのＫ郎からの泥水をとりま
きの男女数人が汲み上げては汚水を全員に撒き散らすパターンの繰り返しであった。
　先生が問題行動 ( 例；授業中の私語・大声等の授業妨害ほか ) を注意すると、他の一般生徒がＫ
郎をかばう発言を次々に発し、注意しにくい雰囲気にしてしまう。（五島から来ていた先生はつい
に精神状態が不安定になり学校に来られない事態にまで悪化した。）
　修学旅行直前の生徒集団指導の中でＹ郎は対教師暴力をふるい、それがこともあろうに地域住
人の垂れ込みによって新聞記事・ＴＶニュースにまでなってしまった。以後Ｙ郎の発言や行動は
表面上は軟化したものの、考えは悪化がひどくなり学年全体に及ぼす影響は大きく、３年生で受
験を目指しての大切な授業であったが、学習成果は期待できないものとなった。
　技術科の授業でドライバー製作がなされた。このドライバーが学校内のあらゆる器具等のねじ
を外すという悪戯の流行となり、水道の蛇口のコックを外して取るということに発展し、蛇口が
使えない状態になってきた。注意しても聞かない、生徒がいるときに検査してもたらい回しに隠
すので意味がないので、ついに決意して体育の時間に教室に脱衣している制服を検査した結果、
コックがポケットから８個程発見できた。この件を学級ＰＴＡの席上で報告したら、該当の生徒
の母親から『先生は泥棒と同じだ。』と言われた。私は信念をもってやった行為であるから、反省
も反論もすることなく、この発言を無視することにした。（多くの親は私の行為を容認し、よくぞ
やったと眼が語っていた。）
（生徒が投げつけてくる不満～親に対する子どもの不満が教師に向かう）
　夜のスナック店をしている母親のもとで、Ｙ郎は朝食もろくに食べず登校し、昼食はいつも購
買部のパン食であった。いつも皆から「お前は弁当も作ってもらえんのか」と言われていた。
　ある日、『今日は弁当だぞ』と誇らしげに叫んだ。皆が見せてみろと言うと、「母ちゃんが後で
持ってくる」とのことであった。昼食の時間になって、確かに母親が弁当を届けてきた。しかし、
その弁当は『ほかべん』そのものであった。『なんや、ほか弁やっか』と馬鹿にされ、Ｙ郎は食べ
ようとはしなかった。「おいば馬鹿にすんな！！」のうっぷんの言葉が教師に飛んできた。
　お母さんの寂しさ悲しさ苦しさを理解し、素直に振舞うだけの知恵を持っていなかったようで
あり、教師が受け留めてあげるしかなかった。
９．マンモス校での学校管理～市立A中学校での不信と信じる心
　教頭としての最初の学校が１学年１４学級のマンモス校であった。部活動が熱心な学校で、種
目ごとに専門の顧問による熱心な指導がなされていた。特に、野球部は有名で全国一にもなり、
玄関前には記念碑が建っていた。その直後の後輩たちの中に城島捕手がいて、順調に野球の道を
駆け上り、メジャーリーグの捕手にまでなった。
　着任前に校内でボヤがあり、火気の取り扱い等には神経を使っていた。先生方は暗くなるまで
は部活動の指導、それから職員室に戻って今日の整理や明日の準備に頑張っていた。毎日大小の
生徒指導の問題が発生し、事後処理や指導に追われる毎日であった。時には、６０人もいた教職
員に問題が発生することもあり、その後始末には随分神経をすり減らした。教育委員会への事故
報告をしないですむ週は殆どなく、ワープロに助けられた。
　どんなに遅くなっても３０分以上はかかる校舎内外の最後の点検確認は必ず実行した、これを
しないで帰宅したら眠れなかったであろう。教職員を信用しなければならない、しかし、信用し
た上で、尚且つ「不信頼の原則」で自己点検しなければ安心できなかった。
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　校長が心臓発作で倒れ入院したため、校長代理で学校運営を任されたが、教職員の協力と校長
が信頼してくれたおかげで困ることや問題を起こすこともなく切り抜けることができた。
（死亡事故～その死亡時刻は？）
　12 月に県ＰＴＡ大会が佐世保市であり、校長・教頭ともに役割があって、会場に出向いて学校
にはいなかった。学校から電話があり、Ａ先生が駐車場に車はあるが出勤しない、家庭に連絡し
たら昨夜は帰宅しなかったとのこと、時々マージャンで帰宅しないことがあり、不信には思わな
かったらしい。急ぎ帰校したときは先生方の尽力で、Ａ先生は職員トイレの中で発見されていた。
事情聴取（警察は様々な角度から死亡理由を探ろうとする）や生徒に対する教育的な観点からの
事後指導等で大変であった。死因、死亡時刻が問題になり、死因はトイレの中の状況等で医師の
診断では心筋梗塞ということであった。死亡時刻であるが、これは私が前日 18 時 30 分に校舎内
点検に巡回したときに、男子職員便所の一番奥のトイレの扉が閉まっていて使用中になっていて
誰かが使用中だということを確認していた。この確認時刻 18 時 30 分が死亡時刻と記載された。
10. 農漁村地区での集団指導～市立T中学校での PTA活動
　荒れて苦労のあった前任者の後を継いだ私に、後始末的な学校管理運営の仕事が待っていた。
渡り廊下の壁板は蹴破られ、教室の窓ガラスには割れ目が走ったガラスがかなりあった。
　ここでも全教職員が共通理解のもとに一枚岩となって、建て直しに勤めた。ＰＴＡ役員の方々
の協力的な活躍は目覚しいものがあった。ただし、新興マンモス団地の住民からの協力は少なく、
郷土を愛し大切にする土着の住民の協力が大きかった。
　体育教師Ｍの存在は大きかった。基本的な行動・態度の形成を目的にして、毎年 4月の体育の
授業（特に新入学 1年生に対して）では、徹底した基本動作の訓練　①気をつけ　②礼　③集団
行進　集団駆け足　④ラジオ体操　⑤筋力強化などがなされた。この訓練の成果は学校生活のあ
らゆる場に現れたが、最も大きな効果は集団の一員としての自覚の変化であった。
　毎年 12 月には校内マラソンがあり学校周辺の田園地帯を３Ｋｍ走る大会が開かれていた。その
年、定年退職される先輩Ｕ先生が「自分も走る」と宣言され、毎日ジョギングしているとのこと
であった。これを聞いて私も黙ってはいられず、『私も走ります』と公言した。生徒たちは喜んで、
56 歳の老人に負けたら恥だと懸命に走った。私は年甲斐もなく 10 番以内にはゴールインすると
内心では思っていたが、生徒たちが頑張るので真ん中程度のゴールインであった。
（Ｕ先生の退職祝賀会で頂いたサミュエル・ウルマンの詩「Youth」～青春とは～はその後の私の
生き方の指針となり、今も大切にしている。）
（不登校の生徒とその親～教師としてできること）
　どこの学校にも数名の不登校生はいた。その原因・理由は様々であったが、共通的に言えるこ
とは一般生徒であれば大きな問題とは思えない、教師が教育的配慮をもって聞いても、他者原因
もあるがそれ以上に自己原因を真剣に考えてほしいと言いたくなるような様態であった。根気強
く家庭訪問し、時間をかけて話をきいてあげ、言葉・行動・考え方の常識をじっくり話して聞か
せても、「明日から登校するけん」の言葉に何度も何度も裏切られ続けた。
　ついに私の口から出た言葉は、あなたの登校を「私は絶対にあきらめないよ」と言っていた。
それはその生徒に対する不信感が出かけて、諦めそうになりかかっている自分に対する叱咤激励
の言葉であった。（不登校の理由を当該生徒に言わせると、原因はＡという、原因Ａを解消すると、
他に原因Ｂもあるという、原因Ｂを解消すると、原因Ｃ．Ｄを挙げる。この突き詰めをしていくと、
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原因は『自分の内ある』ことにたどり着き、自分で態度化し行動化していこうと始めるとき解決
の小窓が開いたことになり時間のかかる支援指導であった。）。
11. マンモス団地型住宅地区での人権教育～市立O中学校での教員管理
　最後の勤務は自宅のある校区の大規模校であった。ここでは何かと人権が問題になり、事実、
前任校長は「落書き事件」の後始末で随分苦労されていた。当該生徒は 3年生になりまだ問題の
最終的な解消はできていなかった。その余震のある中で平穏な学校経営が求められた。
　これとは別の爆弾を抱えていた。3年生に特異な生徒が 5人いて徒党を組み、何かと学校運営
を困難にした。担任教師たちも頑張って指導に取り組んでいたが、限界が近づいていた。各教室
の教育環境保持のため、5人は校長預かりとし校長室の隣の空き部屋（古い事務室）で登校から
下校まで勉強をさせた。それでも約束をした禁止事項を破り級友に被害を与えたので、市教委に
連絡したが、適切と思える回答ではなかったので、出席停止の措置をとった。（警察は原則的には
事件が発生しなければ直接的な行動は期待できなかった。）学校教育の限界を超えていると思われ
る状況があるとき、教職員は如何にすべきか、管理職はどう対処すべきか日常から考えておき手
遅れにならないように措置することが大切だと実感した。（勿論、ＰＴＡの協力などもお願いして
支援をしてもらったが、これまた限界が見えていた。）
（教職員も大人の人間、社会の縮図の問題～指導される側になると・・・・・？）
①真面目すぎると
　真面目で指導熱心な初任者のＫ先生が来年 3月で教員を辞めたいと申し出てきた。私は驚いて
理由を聞いたら、あまりの真面目さと熱心さのせいで完璧を求めすぎて、目標が達成できないこ
とで辞めたいとのことであった。私は自信をもって立派な教師になれる可能性をもっていること、
最も信頼し期待している教師であることを話して留任させた。彼は信頼を裏切ることなく、指導
主事になり現在は教頭にまでなっている。
②先生なるが故に男女の仲は
　12 月のある夜遅くなって母親と娘（Ｍ先生の奥様先生）の来訪をうけた。Ｍ先生が新任のＳ先
生と仲良くなり深みにはまって離婚の危険性さえ出てきたので、何とかして欲しいとの頼みごと
であった。このままでは二人共にダメになると判断し、Ｓ先生を出身郷里の学校に転勤させた。
現在では、この夫婦はよりが戻って仲良くなり子ども二人に恵まれ、家庭でも仕事の上でもその
後は順調な人生を歩んでいる。
③保証人の印鑑を押すと・・・・
　定年退職の日の午後 4時ごろ教育事務所から電話があり、社会科のＴ先生の退職金の一部を仮
押さえしました、本人にお伝えくださいとのことであった。本人に尋ねると、学校出入りの教材
屋から、わずかの期間でいいから、1000 万円借りる保証人になって欲しいと頼まれ、保証書に印
鑑を押したらしい。この借金がそのままになっていて、連帯保証人になっていたＴ先生の退職金
の一部 1000 万円が押さえられた。
　裁判になり、結果としては毎月○○万円ずつ支払っていくといくことで決着したようである。
しかし、Ｔ先生は退職 3年目で死亡されたので、あの返済金はどうなったのであろうか。教員は
社会に疎く , 騙されやすい、とよく言われるが、現実の社会科の勉強も大切である。
13. 高等教育の現場での伝承教育
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　後任者との引継ぎを３月 31 日 22 時までかかって公立学校を退職し、4月 1 日 9 時に現任校の
辞令交付式に出席し、私立高等教育機関の教員になった。38 年間の公立学校勤務とは大きく違っ
ていた。私立であること、中等教育ではなく高等教育であることに由来する違いが目立った。　
しかし、年数が経つにつれて、中等教育でなされている取り扱いと、高等教育での取り扱いがあ
まり違わないものになってきた。
　これは入学してくる学生の質の変化に合わせた授業の展開という点から、やむをえない状況も
あった。しかし、入学するまでに 12 年間の学校教育を受けているはずの学生にしては、日本の伝
統的な生活文化の吸収がなされず身に付いていないことが多く、注意して伝えると「初めて聞いた」
『初めて注意された』ということが結構多かった。　この若い学生たちがどんな結婚をし、どんな
子育てをするかを考えると、化石人とあだ名をつけられても、伝承すべき事項は伝え、注意すべ
き事項は嫌われても注意しなければとの思いで学生と接してきた。
（教育する教員は人間のモデル～来校する卒業生の姿から・・・・・）
　短期大学での教育は２年間しかない。この２年間で個々の学生が持つ目標到達を充足させるこ
とは容易ではない。それでも本気で取り組み頑張った学生はやはり、それなりの成果を挙げて、
立派な社会人へと羽ばたいていく。
　本学は教員と学生の関係が親密で、近しい間柄において授業外の教育が研究室やラウンジや図
書館や茶室で行われている。それはテキストに関係することもあるが、多くは人生勉強であり、
言わば実践社会学とでも言ってよい内容事項である。学生たちが教員とのふれあいから学ぶこの
社会学は卒業後に大いに役立っているようである。それだけに、教員に求められる広い教養に基
づく指導力を初めとし、行動力・実践力や生き様、ひいては人間性が大切なものである。卒業生
がよく研究室を訪ねてきては懐かしく語る「思い出話」の中に人間としての生き方が活き続けて
いることを確認できて嬉しいものである。
14	専門学校で学ぶ学生の姿
		平成 11 年から 11 年間、県立看護学校の夜間に『教育学』の講義をしてきた。昼間、病院での勤
務を終えた後、学校に走りこんできて授業を受ける学生の姿から学ぶ点は多々あり、遣り甲斐の
ある嬉しい授業であった。
　１５回の授業内容を精選圧縮して最後に１コマ ( ９０分 ) 生み出し、毎年特別授業を設定した。
その内容はＶＴＲ「プロゼクトⅩ“奇跡の心臓手術に挑む”」を見せ、ＣＤさだまさしの「風に立
つライオン」を聞かせ、その感想を書かせるもので、最後に坂本九の「見上げてごらん夜の星を」
を聞かせて終わる授業であった。学生たちは私の意図をきちんと捉え , 看護師として人間として学
び続けていく決意を強くしたようであった。
Ⅱ　総括して想うこと
１．教育現場での共通的な光と影
①　学校現場で殆どの先生方（ごく一部を除いて）は全力投球で教育的な活動に取り組んでいる。
時代の変化に対応して、教育の目的・内容・方法等の修正がなされており、その修正に準拠
した日々の授業を展開するための修正や準備に時間が割かれ苦労されている。その力が子ど
もたちへの直接的な個別指導や生活指導のための時間としての発揮ができにくい環境下にお
かれている。
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②	 上記の直接指導の時間を減らしていることとして、授業外のさまざまな雑務に締めつけら
れている。雑務とは言え、場合によっては教科の授業以上に重要な事案（例：金銭問題で悩む子、
いじめ問題、学習障害児対応、過激な教育ママ発言・・・）の場合もあり , まじめで熱心な先
生ほどその問題解決にエネルギーを使い、心身ともに疲労しきっている先生もいる。
③	 家庭教育や社会教育の充実が叫ばれているが、実態は依然として各家庭や地域に任されて
おり、その余波が学校教育にのしかかってきている。先生方は「教育のプロ～給料をもらっ
てそれを仕事としている」という名の下に悪戦苦闘を強いられているというのが現実の姿で
ある。（このせいで、採用試験の難関を何年もかけて突破してきたまじめで熱心な先生の中に、
数年で辞めていく先生がいるという現実がある。）
④	 ノーベル賞をとり人類の科学や文化の発展に尽くせる人材の育成も大切であり、オリンピッ
クで金メタルを獲得するスポーツマンを養成して、国威高揚を図ることも必要です。しかし、
その底辺となる大多数の国民の頭と心と体が脆弱であればそれは不幸なことである。この点
から考えると、教育の第一義は一点に絞り込んでしまうことなく、人類の進歩と発展に関わ
る人材養成の観点と、総ての人間の生活の維持と向上に努める国民教育の観点の複眼的な観
点をもって取り組まなければならないと考える。
２．教育学テキストと教育現場の落差
　自分が教職 38 年間の経験を基に、教職課程の学生に教育学の講義をして思うことは、教育学で
述べられている教育の原理原則で重要視して欲しい部分と、現実と対比した場合に問題に感じる
部分があることである。
(1) 人間は性善説だけで語れるか
　子どもたち一人一人に目を向け教育に取り組むとき、性善説に立って総てをどこまでも受容
しようとする教師やカウンセラーの姿は美しいと思う。しかし、性善説では語れない人間の影
の部分のある現実も直視して（決して過大視する必要はないが）人間形成に取り組む姿勢も大
切にしたい。
(2) 無菌保育がいいことなのか
　未熟児で生まれた乳幼児や免疫学的に障害をもった人が無菌保育器的な環境の中で生活せざ
るを得ない状況は理解できる。しかし、そうではない人間までも無菌保育器的な環境が安全で
人間形成に最適な環境のように考えて、学校等の教育機関に無菌保育器的な環境（物理的にも
精神的にも無菌）を求める傾向が出てきている。オール電化で１年中空調の効いた快適な家庭
生活をしてきた子どもが、学校という集団生活の中でどのような症状をみせているか注目する
必要がある。
(3) 失敗から学ぶ教育の大切さ
　教科書の記述は多くが成功例で占められている。いかにすれば失敗しないで効率的に目標達
成できるかをねらいとして授業が展開される。成功ばかりの中で育ったひ弱な人間は一度失敗
すると、立ち上がれない程のダメージをうける。失敗から学ぶものはすんなり成功した場合よ
りもはるかに多くの学びがあり、何よりも生き方に力強さが育ってくる。
(4) 恥の文化はあるや
　日本が異文化交流によって感化され、良くなった部分もあるが、古い文化の中に厳然として
存在していた日本らしさの文化（恥の文化，慎みの文化、誇りの文化など）が失われていき、
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変なＴＶ番組や雑誌などの雑音が増大して、その消失の速度が加速してきている。この防波堤
の役割は社会教育も家庭教育にも頼られず、もう学校教育にしか残されてはいないが、その学
校教育の根幹であるべき学習指導要領ですら揺らいでいる現状では、一人一人の教員がしっか
りした教育観をもち、信念をもって指導にあたるしかないと思われる。
(5) 面白い授業と学ぶ努力
　被教育者の子どもを大事にするあまり、子どもは大切なお客様となり、教育者の教員が目線
を下げ過ぎて子どもたちを見上げるような教室環境になってはいないだろうか。小学校の低学
年ならいざ知らず、中学校や高校〔時には大学でさえ〕でも『分かりやすく楽しく面白く教え
ることが求められている。』しかし、どんなに心理学が発達し、教育機器が進歩しても、被教育
者の学ぶ努力なしには教育は成り立たない。時代を問わず、その教育を成り立たせる最大のも
のは相互理解のうえでの相互信頼であると思う。
Ⅲ　最後の一言
　　「人間は教育によってのみ人間になる。カント」教育（学校教育だけではない）を受けなければ
人間にはなれないのであるだけに、その目的・内容・方法は不易と流行の両面から十二分に検討され、
真に人間形成に役立つものを求め続け授けていかなければならない。
　　　　　　　　　　　　　
